
1

9
4

14 13

4 64 7 9
3 1

18
7

9

3
2

12

6

34

14

24

6
3

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1便 2便 3便 4便 5便 6便 7便 8便 9便 10便 11便

五日市 草花 小川 医療Ｃ

人

るのバス利用実態調査結果（速報版）

１．調査概要

・平日１日のるのバス全便に調査員２人を乗車させ、全旅客を対象として支払運賃別に乗降バス停を

調査した。

・併せて、ＪＲ五日市線、西東京バス路線及び草花折立循環便との乗継が可能なバス停においては、

乗降前後の乗継有無についても聴取した。

・調査日：令和２年１１月３０日（月）

２．便別旅客数

・調査当日の旅客数は計 111 人であった。なお、うち 20人はルート・コースを跨ぐ利用（例：小川コ

ース内で乗車し、医療センターコースに引き続き乗車して阿伎留医療センターで下車）をしており、

以下の集計においてはルート・コース単位での利用集計とすることから、131 人を母数としている。

・便別にみると、最多は２便の計 34 人で、うち小川コースが 18 人、医療センターコースが 12 人で

あり、それぞれのコースでの最多であった。

・他のルート・コースの最多旅客数を見ると、五日市ルートは 5 便（武蔵五日市駅→秋川駅）の 14

人、草花コースは６便の９人である。

・一方、旅客数が少ない便をみると、10 便の３人が最小であり、うち草花コース１人、小川コース２

人とも、各コースでの最小である。

・その他のルート・コースでは、五日市ルートでは４便（秋川駅→武蔵五日市駅）と９便（武蔵五日

市駅→秋川駅）がともに４人、医療センターコースでは６便の６人である。

図 1 便別旅客数
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現金, 85人, 

76%

回数券, 21

人, 19%

るのバス無料

乗車証, 2人, 

2%

未就学児, 2

人, 2%

不明, 1人, 

1%

計111人

３．運賃支払い方法

・旅客数を運賃支払い方法別にみると、85 人（76％）が現金で支払っており、回数券利用者は 21 人

（19％）であった。

・無料では、高齢者のるのバス無料乗車証、未就学児が各２人（２％）であった。

図 2 運賃支払い方法別旅客数
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４．乗降区間

ここでは、各ルート・コースの旅客数計から乗降区間を整理した。

１）五日市ルート（武蔵五日市駅→秋川駅）

・武蔵五日市駅では７人が乗車し、ここから留原上にかけての利用が多く、上町～小和田間で一旦ピークが見られる（計９人乗車）。

・網代入口から原店にかけて再び乗車が増え、原店～武蔵引田駅入口で本ルート最大のピーク（計 16 人乗車）となる。

・武蔵引田駅入口での降車は２人と少なく、多くが阿伎留医療センターで降車する（７人降車）。

・以降は秋川キララホールで１人の乗車があるが、概して下車が多い。

・秋川駅での降車は４人、ルート利用者総数は 27 人である。

・なお、武蔵五日市駅から秋川駅まで乗り通した旅客はみられなかった。

図 3 区間別料金別旅客数［五日市ルート（武蔵五日市駅→秋川駅）計］
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図 4 区間別旅客数［五日市ルート（武蔵五日市駅→秋川駅）計］
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２）五日市ルート（秋川駅→武蔵五日市駅）

・秋川駅では 13人が乗車し、ここから武蔵引田駅入口にかけての利用が多く、阿伎留医療センター～武蔵引田駅入口間で本ルート最大のピーク（計 17人

乗車）となる。

・武蔵引田駅入口から武蔵増戸駅にかけては乗車より降車が多く、武蔵増戸駅～五日市ファインプラザ間で谷が見られる（計９名乗車）。

・五日市ファインプラザでは１人の乗車があるが、ここから留原上にかけては降車のみが続く。

・留原上～上町間での旅客が５人と最も少なく、武蔵五日市駅では計６人が降車している。

・なお、秋川駅から武蔵五日市駅まで乗り通した旅客はみられなかった。

図 5 区間別料金別旅客数［五日市ルート（秋川駅→武蔵五日市駅）計］
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図 6 区間別旅客数［五日市ルート（秋川駅→武蔵五日市駅）計］
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３）秋川ルート（草花コース）

・秋川駅では８人が乗車し、あきる野市役所で各２人乗降車があり、さらに秋留台消防出張所前で１人乗車があるのち、鯉川橋まで増減はない。

・鯉川橋、小宮久保上で１人ずつ下車が続いたのち、松山会館入口で各２人乗降車がある。

・草花台パークハイツで１人増加ののち、花之岡南までは増加傾向にある。

・森山北、森山会館で降車が続くが、平高橋から平沢八幡本社前までは再び乗車が続き、平沢八幡本社前～中央公民館・秋川体育館までが本ルート最大の

ピーク（計 12人乗車）となる。

・あきる野市役所で５人下車、あきる野保健相談所で１人下車し、秋川駅では計６人が降車している。

・なお、全区間を乗り通した旅客はみられなかった。

図 7 区間別料金別旅客数［秋川ルート（草花コース）計］
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図 8 区間別旅客数［秋川ルート（草花コース）計］
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現金 8 8 0 0 8 1 0 9 0 0 9 0 1 8 0 0 8 0 0 8 2 4 6 1 0 7 0 0 7 1 0 8 1 0 9 0 1 8 0 0 8 0 1 7 0 0 7 0 0 7 0 0 7 0 0 7 0 0 7 5 0 12 2 0 14 0 0 14 3 0 17 4 0 21 3 1 23 2 2 23 0 0 23 0 2 21 0 1 20 0 1 19 19 33

回数券 2 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 1 1 0 0 1 2 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 0 3 0 1 2 0 0 2 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 4

高齢者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

未就学児 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 2 2
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４）秋川ルート（小川コース）

・秋川駅では 10人が乗車し、萩野センターで１人が乗車し、萩野センター～雨間間で一旦ピークが見られる（計 11人乗車）。

・いきいきセンターで３人減少し、いきいきセンター～秋川台入口間が本ルート最大の谷（計７人乗車）となる。

・秋川台入口から東雨間まで乗車が続き、東雨間～日室塚間が２番目のピーク（計 12人乗車）となる。

・野辺南で１人降車ののち、小川東一丁目までは乗降がなく、玉見ヶ崎で７人乗車ののち、二宮神社までは旅客が増加し、二宮神社～東秋留駅上間で本ル

ート最大のピーク（計 28 人乗車）となる。

・東秋留駅上で 1人減り、以降東中学校入口、あきる野市役所、あきる野保健相談所で降車が続くものの、秋川駅では計 22 人が降車している。

・なお、全区間を乗り通した旅客はみられなかった。

図 9 区間別料金別旅客数［秋川ルート（小川コース）計］
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図 10 区間別旅客数［秋川ルート（小川コース）計］
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現金 13 13 1 4 10 0 0 10 0 5 5 0 3 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 2 14
回数券 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 2 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2
高齢者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
未就学児 2 2 0 0 2 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
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５）秋川ルート（医療センターコース）

・秋川駅では計 16 人が乗車し、ここから秋川キララホールまでの１区間が本ルート最大のピークとなり、以降は減少が続く。

・秋川キララホールで 3人減少、日の出福祉園前で７人降車、阿伎留医療センターで２人減少、原店で２人降車し、秋川駅では計２人が降車している。

・全区間を通しての乗車が１人あった（その後の五日市ルート（武蔵五日市駅行）に乗継）。

図 11 区間別料金別旅客数［秋川ルート（医療センターコース）計］
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図 12 区間別旅客数［秋川ルート（医療センターコース）計］
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JR
西東京
バス

草花折立
循環

計

秋川駅 0 0 0 0

武蔵増戸駅 0 0 0 0

武蔵五日市駅 3 0 0 3
山田 0 0 0 0

小計 3 0 0 3

秋川駅 2 1 0 3
武蔵増戸駅 2 0 0 2

武蔵五日市駅 0 0 0 0

山田 0 1 0 1

小計 4 2 0 6

秋川駅 2 1 0 3

武蔵増戸駅 0 0 0 0
武蔵五日市駅 0 0 0 0

山田 0 0 0 0

小計 2 1 0 3

秋川駅 1 1 0 2

武蔵増戸駅 0 0 0 0

武蔵五日市駅 0 0 0 0

山田 0 0 0 0

小計 1 1 0 2

秋川駅 1 1 0 2

武蔵増戸駅 0 0 0 0
武蔵五日市駅 0 0 0 0

山田 0 0 0 0

小計 1 1 0 2

秋川駅 6 4 0 10

武蔵増戸駅 2 0 0 2

武蔵五日市駅 3 0 0 3
山田 0 1 0 1

計 11 5 0 16

ルート 乗換バス停

るのバス乗車前の利用交通機関

五日市ルート

（武蔵五日市駅

→秋川駅）

五日市ルート
（秋川駅→

武蔵五日市駅）

秋川ルート
（草花コース）

秋川ルート

（小川コース）

秋川ルート
（医療センター

コース）

計

５．他の公共交通機関との乗り継ぎ

１）他の公共交通機関からるのバスへ

・他の公共交通機関からるのバスへ乗り継いだ旅客は計 16人であった。

・うち 11 人は JR 五日市線からの乗り継ぎであり、秋川駅６人、武蔵増戸駅２人、武蔵五日市駅３人

である。

・西東京バスからるのバスへの乗り継ぎは５人あり、うち４人は秋川駅での乗継だが、１人は山田で

の乗継であった。

・特に乗り継ぎが多く発生しているというルートはみられなかったが、五日市ルート（秋川駅→武蔵

五日市駅）が６人とやや多い。

・現在実証運行中の、草花折立循環交通との乗り継ぎはみられなかった。

表 1 他の公共交通機関からるのバスへの乗り継ぎ
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JR
西東京
バス

草花折立
循環

計

秋川駅 1 0 0 1

武蔵引田駅入口 1 0 0 1

武蔵増戸駅 0 0 0 0
武蔵五日市駅 0 0 0 0

小計 2 0 0 2

秋川駅 0 0 0 0
武蔵引田駅入口 0 0 0 0

武蔵増戸駅 1 0 0 1

武蔵五日市駅 2 0 0 2

小計 3 0 0 3

秋川駅 1 0 0 1

武蔵引田駅入口 0 0 0 0
武蔵増戸駅 0 0 0 0

武蔵五日市駅 0 0 0 0

小計 1 0 0 1

秋川駅 0 1 0 1

武蔵引田駅入口 0 0 0 0

武蔵増戸駅 0 0 0 0

武蔵五日市駅 0 0 0 0

小計 0 1 0 1

秋川駅 0 0 0 0

武蔵引田駅入口 0 0 0 0
武蔵増戸駅 0 0 0 0

武蔵五日市駅 0 0 0 0

小計 0 0 0 0

秋川駅 2 1 0 3

武蔵引田駅入口 1 0 0 1

武蔵増戸駅 1 0 0 1
武蔵五日市駅 2 0 0 2

計 6 1 0 7

るのバス乗車後の利用交通機関

五日市ルート

（武蔵五日市駅

→秋川駅）

五日市ルート
（秋川駅→

武蔵五日市駅）

秋川ルート
（草花コース）

秋川ルート

（小川コース）

秋川ルート
（医療センター

コース）

計

ルート 乗換バス停

２）るのバスから他の公共交通機関へ

・るのバスから他の公共交通機関へ乗り継いだ旅客は計７人であった。

・うち６人は JR 五日市線への乗り継ぎであり、秋川駅２人、武蔵引田駅、武蔵五日市駅各１人であ

る。

・西東京バスへの乗り継ぎは１人あり、秋川駅での乗継であった。

・特に乗り継ぎが多く発生しているというルートはみられなかったが、五日市ルート（秋川駅→武蔵

五日市駅）が３人とやや多い。また、医療センターコース利用後の乗り継ぎはみられなかった。

・現在実証運行中の、草花折立循環交通との乗り継ぎはみられなかった。

表 2 他の公共交通機関からるのバスへの乗り継ぎ


